
 

 

    

 

        

   

       いよいよ梅雨
つ ゆ

の季節
き せ つ

です。これから夏
なつ

にかけて気温
き お ん

も湿度
し つ ど

も高
たか

くなり、体調
たいちょう

を 

崩
くず

しやすくなります。１日
にち

３食
しょく

のごはんをしっかり食
た

べて、元気
げ ん き

に過
す

ごしましょう。 

そして、今月
こんげつ

は「歯
は

と口
くち

の健康
けんこう

週間
しゅうかん

」があります。食事
しょくじ

はよくかむことを意識
い し き

して、 

食後
しょくご

は歯
は

みがきをしっかりして、むし歯
ば

にならないための食
た

べ方
かた

を心
こころ

がけましょう。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

●こんげつのめあて● 

 

6月
がつ

の 給 食
きゅうしょく

には、かみごたえのある食材
しょくざい

を使
つか

ったメニューがとくにたくさんあります！6月
がつ

の

給 食
きゅうしょく

献立表
こんだてひょう

の太字
ふ と じ

のメニューは、とくに意識
いしき

してよくかんであじわって食
た

べてください。 

 

 

令和 5年６月１日 

№３ 

 親子でお読みください。 

よくかんで食
た

べることで消化
しょうか

がよ

くなり、食
た

べ過
す

ぎを防
ふせ

ぐことができ

るほか、ストレスも緩和
か ん わ

してくれま

す。さらに、かむことは運動
うんどう

機能
き の う

を

はじめ、体
からだ

のさまざまな生理
せ い り

機能
き の う

と

大
おお

きな関係
かんけい

をもつことも解明
かいめい

され

てきました。何
なに

より、落
お

ち着
つ

いて食
た

べ物
もの

をよくかみ味
あじ

わって食
た

べるこ

とのできる食卓
しょくたく

は、楽
たの

しい会話
か い わ

もは

ずみ、心
こころ

も豊
ゆた

かにしてくれます。 

 

６月４日～１０日は、歯と口の衛生週間です。 



 

 

 

 

 

英語
え い ご

のことわざに、You are what you eat (あなたはあなたが食
た

べたものである)があります。 

体
からだ

や心
こころ

の健康
けんこう

は、毎日
まいにち

何
なに

をどう食
た

べたかで決
き

まるという意味
い み

です。 6月
がつ

は食育
しょくいく

月間
げっかん

です。食
た

べ

ることの大切
たいせつ

さをあらためて考
かんが

えてみましょう。 
 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 梅雨入
つ ゆ い

りから残暑明
ざんしょあ

けまでは高温
こうおん

多湿
たしつ

、給 食 室
きゅうしょくしつ

にとって

1年
ねん

の中
なか

で 最
もっと

も緊 張
きんちょう

する時期
じ き

です。ふだんにも増
ま

して

衛生管理
えいせいかんり

を徹底
てってい

し、細心
さいしん

の注意
ちゅうい

を払
はら

いながら調理
ちょうり

をしていき

ます。 

 子
こ

どもたちが持参
じさん

するハンカチやマスク等
など

にはこの時期
じ き

は

特
とく

に目
め

を配
くば

り、衛生状態
えいせいじょうたい

をご確認
かくにん

いただきますようよろしく

お願
ねが

いします。また、 給 食
きゅうしょく

当番終了後
とうばんしゅうりょうご

の白衣等
はくいなど

の洗濯
せんたく

、

アイロンがけへの 協 力
きょうりょく

も重
かさ

ねてよろしくお願
ねが

いします。 

毎日の点検項目

です！ 

家族
かぞく

や仲間
なかま

と一緒
いっしょ

に食
た

べる 食
しょく

事
じ

は、き

ずなを強
つよ

め、心
こころ

も豊
ゆた

かにしてくれます。食
た

べることは、食
た

べ物
もの

となってくれた動物
どうぶつ

や

植 物
しょくぶつ

の 命
いのち

をいただくことで、また作
つく

っ

てくれた人
ひと

の 温
あたた

かい気
き

持
も

ちを受
う

けとるこ

とでもありま
  

す。 

 

食
た

べ物
もの

の由
ゆ

来
らい

や、産地
さんち

、誰
だれ

がどう作
つく

った

のか、何
なに

から作
つく

られているのかなど、食
た

べ

物
もの

についてよく知
し

ることは、自
じ

分
ぶん

の 食
しょく

を

自
じ

分
ぶん

で選
えら

び、安
あん

全
ぜん

に、そして健
けん

康
こう

に食
た

べ

ていく 力
ちから

を 育
はぐく

みます。 

 

食
た

べ物
もの

は 体
からだ

を作
つく

り、 体
からだ

を動
うご

かすエネ

ルギーになります。とくに成長期
せいちょうき

の

食生活
しょくせいかつ

は、一 生
いっしょう

を健康
けんこう

に過
す

ごしていく

ためにとても大事
だいじ

です。体
からだ

の成 長
せいちょう

を 考
かんが

えて、いろいろな食 品
しょくひん

をすききらいせず

にしっかりとりま
  

しょう。 

 

ユ ネ ス コ 無形
むけい

文化
ぶんか

遺産
いさん

の 「 和食
わしょく

（WASHOKU）」四季
し き

を感
かん

じ、素
そ

材
ざい

の持
も

ち

味
あじ

を活
い

かす日
に

本
ほん

の 食
しょく

文
ぶん

化
か

は、今
いま

、世界中
せかいじゅう

から称 賛
しょうさん

されています。ふるさとの 食
しょく

を

知
し

り、伝
でん

統
とう

を未
み

来
らい

に伝
つた

えていきましょう。 

 


